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研究テーマ　細胞レベルにおける化学刺激受容機構の研究

研究概要

　私の研究の目的は、生物の持つ様々なすばらしい機能

がどのように行われているのかを調べることです。生命

現象を解明しようとする研究者達は、それぞれの興味に

基づき、生命体を構成する分子のレベル、細胞のレベル、

個体のレベル、個体群のレベル、環境と生物を含めた生

態系のレベル、それぞれで研究をすすめています。私は、

生物が生命活性を示す基本単位は細胞であると考えてい

ます。また、人工のセンサーやロボットと比べてみても

わかるように、生命現象はそれ自体かなり複雑な（それ

ゆえに、魅力的ですばらしい）仕組みの上に成り立って

いるようです。生命現象をなるべく単純な系で解明する

という目的から、私は細胞レベルでの研究を中心として

います。現在、一つの細胞が一つの個体を構成するとい

う、相当単純な体制を持つ単細胞生物を相手に、彼等か

ら、生き物が生きている仕組みを学ぼうとしています。

　みなさん御存知のように、細胞は原形質膜という膜に

よって囲われており、この膜によって、細胞が生命活動

を営むための分子や環境を細胞内に維持できます。しか

し、生物は、かたくなに外界との接触を拒んで、殻の中

に閉じこもってばかりいるのではありません。膜を通し

て、外界との物質のやり取りを行ったり、細胞の外の様々

な情報を収集したり、また、それらに対応した反応を示

したりします。従って、当然のことながら、膜の機能は

生命にとってとても重要なものです。膜の持つ機能の一

つに、膜電気現象の発生があります。原形質膜をはさん

で細胞の内側と外側で、数十ミリボルトの電圧が生じて

いるのです。この比較的弱い電気が、細胞の動きを制御

したり、外界の様々な刺激を受容したり、膜を介して物

質を運搬したりする時に重要な役割を担っています膜電

気現象を介した生命活性の制御は、とても魅力的な生物

の機能の一つです。

　さて、具体的な話に移りましょう。私の研究は、主

に以下に示す３つのテーマからなっています。もちろん

これからさらなる新分野に挑戦する機会も多いと思いま

す。

１）細胞レベルでの化学刺激受容機構の研究。

原生動物ゾウリムシ（Paramecium caudatum）は溶液中

の化学物質を受容することにより、遊泳行動を変化させ、

その物質から逃げたり、あるいは逆に、集まったりしま

す。ゾウリムシの化学刺激受容機構を行動のレベルと膜

電気現象のレベルで解明しています。

２）細胞運動制御機構の研究

ゾウリムシは体表にあるたくさんの繊毛を動かして泳

ぎます。ゾウリムシの遊泳は様々な外界の刺激に対応し

て変化します。ゾウリムシの遊泳行動の制御について調

べています。また、ヤコウチュウ（Noctiluca miliaris）

の触手の運動は自発性の膜電位変動により制御されてい

ます。膜電気現象による触手運動の制御機構を明らかに

しています。

３）電位依存性イオンチャンネルの性質の研究。

細胞の膜電気現象を理解するには電位依存性イオンチャ

ンネルの性質の解明が重要です。ゾウリムシのＣａチャ

ンネルやヤコウチュウのＮａチャンネル、Ｃｌチャンネ

ルの開閉制御機構、それらのチャンネルの化学物質によ

る修飾機構について調べています。
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